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☆旬を感じるニュースをお届け☆

　１月17 日（日）役場周辺で「大井町産業まつり」が開催

されました。毎年恒例の地元農産物・品評会出品物の即売

や、地元商店の出店には、多くの買い物客が訪れました。

また、昭和年代車展示コーナーや防災協定を結んだ群馬県

榛東村の農産物などのブースもあり、例年以上の盛り上が

りを見せていました。

　また、生涯学習センターのホワイエでは、小学校や幼

稚園の子どもたちが製作したひょうたんの加工品が展示さ

れ、総合体育館では、フリーマーケットも開催されるなど

いろいろな楽しみができた「大井町産業まつり」でした。

　

第 55 回大井町産業まつり

○穀類　　米　　　間宮伸
し ん じ

次さん（市場）
　　　　　米　　　相田明

あ き お

夫さん（西大井）
○果樹　　みかん　柳川久

ひ さ こ

子さん（下山田）
　　　　　はるみ　瀬戸

のぶゆき
之さん（下山田）

　　　　　キウイフルーツ　杉崎一
か ず お

雄さん（高尾）
○葉菜類　深ねぎ　瀬戸篤

あつし

さん（下山田）
○根菜類　さつま芋　夏苅正

まさよし

義さん（赤田）
　　　　　大根　川野みちよさん（高尾）
○農産加工品　梅干　　　川野佳

よ し こ

子さん（下山田）
　　　　　　　こんにゃく　岩崎弘

ひろし

さん（柳）
　　　　　　　

農産物
品評会 金賞受賞者
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NEWS
旬感
NEWS
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191　　出発人の

３



　

１
月
９
日
㈯
、
生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー
で
成
人
式
が
行
わ
れ
、

１
４
１
人
（
対
象
者
１
９
１
人
：

男
性
96
人
、
女
性
95
人
）
が
出

席
し
、
成
人
の
仲
間
入
り
を
し

ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
町
長
の
式
辞
の

後
、
新
成
人
を
代
表
し
て
中
田

大た
い
よ
う洋

さ
ん
と
武
松
由ゆ

に似
さ
ん
が

「
二
十
歳
の
誓
い
」
を
力
強
く
発

表
し
ま
し
た
。

　

式
典
後
に
は
、
小
・
中
学
生

の
こ
ろ
の
写
真
を
ス
ラ
イ
ド
に

ま
と
め
た
フ
ォ
ト
シ
ア
タ
ー
を

視
聴
し
、
当
時
の
な
つ
か
し
い
様

子
を
振
り
返
り
ま
し
た
。
ま
た
、

実
行
委
員
が
恩
師
の
先
生
方
一

人
ひ
と
り
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
も

行
い
、
授
業
の
話
や
学
級
の
思

い
出
話
で
盛
り
上
が
り
、
会
場

は
た
く
さ
ん
の
笑
顔
に
包
ま
れ

ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
新
成
人
者
は
、
再

会
し
た
仲
間
と
近
況
を
話
し
た

り
記
念
撮
影
を
し
た
り
し
て
、

時
間
を
忘
れ
て
旧
交
を
温
め
あ

い
ま
し
た
。

　

大
井
町
出
身
１
９
１
人
の
新

成
人
の
今
後
の
活
躍
を
期
待
し

ま
す
。

４



平成 19 年度　

大井小学校卒業

小野清
さ や か

楓さん

二
十
歳
の
誓
い

香川貴
たかひろ

洋さん

平成 19 年度　

相和小学校卒業

皆
さ
ん
が
過
ご
し
た
中
学
生
時
代

の
思
い
出
は
？

中
山　

奈
良
の
修
学
旅
行
か
な
。

み
ん
な
で
骨
折
し
て
い
た
生
徒
を

車
い
す
で
押
し
て
い
た
ね
。
あ
と
、

体
育
祭
で
優
勝
し
た
こ
と
か
な
。

根
岸　

先
生
の
ク
ラ
ス
は
い
つ
も

長
縄
が
強
か
っ
た
で
す
ね
。

山
口　

私
も
体
育
祭
が
心
に
残
っ

て
い
ま
す
。
元
気
の
あ
る
ク
ラ
ス

で
し
た
。
先
生
の
厳
し
い
指
導
で

ま
と
ま
っ
て
い
ま
し
た
。

中
山　

当
日
一
生
懸
命
な
の
が
湘

光
中
の
生
徒
の
い
い
と
こ
ろ
。
あ

の
時
の
長
縄
は
、
歴
代
１
位
じ
ゃ

な
い
か
な
。

山
口
・
根
岸　

す
ご
く
跳
ん
だ
記

　

成
人
を
迎
え
る
年
と
な
り
、﹁
成

人
に
な
る
と
は
？
﹂
と
自
分
に
問

い
か
け
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
す
ぐ
に
答
え
ら
れ
る

こ
と
も
な
く
悩
む
日
々
。

　

そ
ん
な
と
き
、
私
の
眼
前
に
広

が
っ
た
の
は
、
普
段
と
は
色
を
変

え
た
町
の
景
色
で
し
た
。

　

田
ん
ぼ
の
あ
ぜ
道
。
大
き
な
校

舎
。
急
な
坂
道
。
酒
匂
川
の
流
れ
。

山
の
木
々
。
温
か
く
迎
え
て
く
れ

る
家
族
。
こ
の
町
の
記
憶
が
今
の

私
を
作
っ
て
お
り
、
そ
し
て
、
こ

れ
か
ら
の
私
を
支
え
て
い
く
。

　

無
事
に
二
十
歳
を
迎
え
る
こ
と

が
で
き
本
当
に
嬉
し
く
思
い
ま

す
。
嬉
し
く
思
う
と
と
も
に
、
自

分
自
身
の
選
択
、
言
動
へ
の
責
任

感
も
い
っ
そ
う
大
き
く
な
り
、
身

の
引
き
締
ま
る
思
い
で
す
。

　

ま
た
、
生
ま
れ
て
か
ら
今
ま
で

多
く
の
岐
路
に
立
ち
、
悩
み
、
選

択
を
し
て
き
ま
し
た
が
、
そ
こ
に

は
い
つ
も
家
族
や
学
校
の
先
生
方

の
支
え
が
あ
り
ま
し
た
。
私
が
横

浜
の
高
校
へ
進
学
を
決
め
た
と
き

も
、
両
親
は
笑
顔
で
送
り
出
し
て

く
れ
ま
し
た
。
い
つ
も
朝
早
く
起

　

当
然
の
こ
と
の
よ
う
に
感
じ
て

い
た
こ
と
が
、
今
、
と
て
も
大
切

な
こ
と
な
の
だ
と
気
づ
き
ま
し

た
。

　

自
分
を
見
つ
め
直
し
、
感
謝
の

思
い
を
大
切
に
し
て
新
た
な
一
歩

を
ふ
み
出
す
こ
と
。

き
て
お
弁
当
を
作
っ
て
く
れ
た
母

の
優
し
さ
、
帰
り
が
遅
い
私
を
駅

ま
で
迎
え
に
来
て
く
れ
た
父
の
心

遣
い
に
ふ
れ
、
感
謝
の
思
い
で

い
っ
ぱ
い
で
す
。

　

私
は
今
、
学
芸
員
資
格
の
取
得

を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。
将
来
に
む

け
て
悩
む
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、

成
人
を
迎
え
、
一
人
の
人
間
と
し

　

こ
れ
が
﹁
成
人
に
な
る
﹂
こ
と

に
対
し
て
の
私
な
り
の
結
論
で

す
。
こ
の
町
の
思
い
出
と
、
こ
の

町
へ
の
誇
り
と
感
謝
を
抱
き
、
こ

れ
か
ら
の
私
の
人
生
を
歩
ん
で
い

こ
う
と
思
い
ま
す
。

て
自
立
し
つ
つ
あ
る
今
だ
か
ら
こ

そ
、
大
学
生
活
の
中
で
自
分
の
在

り
た
い
姿
を
見
つ
け
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
家
族
を

は
じ
め
お
世
話
に
な
っ
た
方
々
へ

の
感
謝
の
思
い
を
忘
れ
ず
、
恩
返

し
が
で
き
る
よ
う
に
一
生
懸
命
努

力
し
て
い
き
た
い
で
す
。　
　
　

憶
は
あ
り
ま
す
。

根
岸　

私
の
思
い
出
は
毎
日
の
教

室
で
の
生
活
で
す
か
ね
。
毎
日
・

毎
週
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
あ
り
ま

し
た
よ
ね
。

中
山　

そ
う
だ
ね
。
大
変
な
時
も

あ
っ
た
け
ど
、
今
で
は
懐
か
し
い

思
い
出
だ
ね
。

将
来
の
夢
は
？

根
岸　

幼
稚
園
か
小
学
校
の
教
諭

を
目
指
し
、大
学
で
勉
強
を
頑
張
っ

て
い
ま
す
。

中
山　

自
分
は
試
験
で
失
敗
し
た

こ
と
も
あ
っ
た
。
つ
ま
づ
い
て
も

諦
め
な
い
こ
と
が
大
切
か
な
。

山
口　

地
域
に
貢
献
し
た
い
の
で

地
方
公
務
員
の
勉
強
を
し
て
い
ま

す
。
将
来
、
こ
の
地
域
に
恩
返
し

が
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

中
山　

地
域
貢
献
し
た
い
考
え
は

と
て
も
大
切
だ
ね
。
地
域
で
働
け

る
と
い
い
ね
。
応
援
し
て
い
る
よ
。

恩
師
か
ら
新
成
人
へ
メ
ッ
セ
ー
ジ

中
山　

皆
さ
ん
の
卒
業
式
の
２
日

後
に
東
日
本
大
震
災
が
あ
り
ま
し

た
。
色
々
な
こ
と
が
起
こ
り
ま
し

た
が
、
こ
れ
か
ら
の
国
や
地
域
を

作
る
の
は
皆
さ
ん
で
す
。
ぜ
ひ
頑

張
っ
て
く
だ
さ
い
。

～恩師と対談～
湘光中学校恩師

中山真吾先生

湘光中学校卒業生

根岸莉
り か

佳さん
山口楓

かえで

さん

香川貴
たかひろ

洋さん

平成 19 年度　

相和小学校卒業

を
ふ
み
出
す
こ
と
。

香川貴洋さん香川小野清楓さん

き
て
お
弁
当
を
作
っ
て
く
れ
た
母

楓

き
て
お
弁
当
を
作
っ
て
く
れ
た
母

５



復
興
特
別
所
得
税
の
記
入
漏

れ
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

　

平
成
25
年
か
ら
平
成
49
年
分
ま

で
の
確
定
申
告
は
、
所
得
税
と
復

興
特
別
所
得
税
を
あ
わ
せ
て
申
告

す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

復
興
特
別
所
得
税
の
記
入
漏
れ
が

大
変
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
申
告

書
の
作
成
の
際
は
、
記
入
漏
れ
の

な
い
よ
う
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

年
金
所
得
者
の
所
得
税

　
　

確
定
申
告
不
要
制
度

　

公
的
年
金
な
ど
の
収
入
金
額
が

４
０
０
万
円
以
下
で
、
公
的
年
金

な
ど
に
か
か
る
雑
所
得
以
外
の
所

得
が
20
万
円
以
下
の
方
は
、
所
得

税
の
確
定
申
告
が
不
要
で
す
。
た

だ
し
、
還
付
を
受
け
る
場
合
は
、

申
告
書
を
提
出
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
次
の
と
き
は
町
県

民
税
の
申
告
が
必
要
で
す
。

①
右
記
で
、
確
定
申
告
書
の
提
出

が
不
要
と
な
っ
た
方
で
、「
公
的

年
金
等
の
源
泉
徴
収
票
」
に
記
載

さ
れ
て
い
る
控
除
（
社
会
保
険
料

控
除
や
配
偶
者
控
除
、
扶
養
控
除

等
）
以
外
の
適
用
を
受
け
る
と
き
。

※
町
県
民
税
の
申
告
を
し
な
い

と
、
源
泉
徴
収
票
に
記
載
さ
れ
て

い
な
い
控
除
は
反
映
さ
れ
ま
せ
ん

の
で
、
税
額
が
増
え
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

②
公
的
年
金
な
ど
に
か
か
る
雑
所

得
以
外
の
所
得
が
20
万
円
以
上
あ

る
と
き
。

確
定
申
告
書
︵
第
二
表
︶
へ

16
歳
未
満
の
扶
養
親
族
の
記

載
を
お
願
い
し
ま
す

　

平
成
24
年
度
よ
り
、
年
少
扶
養

親
族
（
16
歳
未
満
の
方
）
に
対
す

る
扶
養
控
除
が
廃
止
に
な
り
ま
し

た
。
こ
れ
に
と
も
な
い
、
確
定
申

告
書
（
第
二
表
）
の
住
民
税
・
事

業
税
に
関
す
る
事
項
欄
に
「
16
歳

未
満
の
扶
養
親
族
」
欄
が
追
加
さ

れ
ま
し
た
。
16
歳
未
満
の
扶
養
親

族
が
い
る
場
合
は
、
こ
ち
ら
の
記

入
欄
に
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。

※
「
16
歳
未
満
の
扶
養
親
族
」
欄

は
、
住
民
税
均
等
割
非
課
税
の
限

度
額
を
算
出
す
る
た
め
に
必
要
で

す
の
で
、
扶
養
親
族
の
氏
名
や
生

年
月
日
の
記
入
漏
れ
が
な
い
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

わ
せ
た
額
が
、
平
成
28
年
度
町
県

民
税
の
税
額
か
ら
控
除
さ
れ
ま

す
。
た
だ
し
、
こ
の
特
例
を
受
け

る
た
め
に
は
次
の
条
件
を
満
た
す

必
要
が
あ
り
ま
す
。

①
確
定
申
告
を
す
る
必
要
が
な
い

給
与
所
得
者

※
医
療
費
控
除
な
ど
で
確
定
申
告

を
す
る
場
合
は
、
寄
附
金
控
除
も

あ
わ
せ
て
確
定
申
告
を
行
っ
て
く

だ
さ
い
。

②
ふ
る
さ
と
納
税
を
し
た
自
治
体

の
数
が
５
以
下

※
ふ
る
さ
と
納
税
を
し
た
自
治
体

　

の
数
が
６
以
上
の
場
合
は
確
定

　

申
告
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

※
同
じ
地
方
公
共
団
体
に
複
数
回

　

寄
附
を
し
て
も
１
団
体
と
し
て

　

数
え
ま
す
。

③
平
成
27
年
１
月
１
日
か
ら
平
成

27
年
３
月
31
日
の
間
に
寄
附
を
し

て
い
な
い
こ
と
。

※
平
成
27
年
４
月
１
日
以
降
の
ふ

　

る
さ
と
納
税
に
適
用
さ
れ
る
特

　

例
で
す
の
で
、
平
成
27
年
１
月

　

１
日
か
ら
平
成
27
年
３
月
31
日

　

に
寄
附
を
し
た
場
合
は
、
確
定

　

申
告
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

給
与
所
得
を
有
す
る
方
で
︑

他
に
所
得
が
あ
る
方
は
ご
注

意
く
だ
さ
い

　

給
与
所
得
以
外
に
他
の
所
得

（
農
業
・
不
動
産
・
一
時
・
雑
所

得
な
ど
）
が
あ
る
方
は
、
申
告
に

よ
っ
て
、
給
与
所
得
に
か
か
る
住

民
税
は
特
別
徴
収
（
給
与
か
ら
差

引
）、
そ
れ
以
外
の
所
得
に
か
か

る
住
民
税
は
普
通
徴
収
（
年
４
回

納
付
）
の
方
法
を
併
用
し
な
が
ら

納
税
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
の
場
合
、
確
定
申
告
を
行
う

際
に
は
、
確
定
申
告
書
第
二
表
の

「
給
与
・
公
的
年
金
等
に
係
る
所

得
以
外
（
平
成
28
年
４
月
１
日
に

お
い
て
65
歳
未
満
の
方
は
給
与
所

得
以
外
）
の
所
得
に
係
る
住
民
税

の
徴
収
方
法
の
選
択
」
欄
の
「
自

分
で
納
付
」
欄
に
○
を
記
入
す
る

こ
と
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

※
平
成
28
年
度
か
ら
特
別
徴
収
の

完
全
実
施
に
よ
り
、
給
与
所
得
者

の
方
の
住
民
税
が
原
則
、
特
別
徴

収
と
な
り
ま
す
。
今
ま
で
普
通
徴

収
で
納
付
し
て
い
た
方
も
給
与
か

ら
住
民
税
が
差
し
引
か
れ
る
こ
と

と
な
り
、
上
記
の
申
告
を
し
な
い

場
合
は
、
給
与
以
外
の
所
得
に
か

か
る
住
民
税
も
毎
月
の
給
与
か
ら

差
し
引
か
れ
ま
す
の
で
、
該
当
す

る
方
は
忘
れ
ず
に
申
告
し
て
く
だ

さ
い
。

ふ
る
さ
と
納
税
の
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
特
例
に
つ
い
て

　

平
成
27
年
中
に
ふ
る
さ
と
納
税

を
行
っ
た
場
合
、
平
成
28
年
度
町

県
民
税
の
税
額
の
一
部
が
控
除
さ

れ
ま
す
。
控
除
を
受
け
る
場
合
に

は
確
定
申
告
が
必
要
で
す
が
、
平

成
27
年
４
月
１
日
以
後
行
っ
た
ふ

る
さ
と
納
税
は
寄
附
先
の
自
治
体

に
特
例
の
申
請
を
行
う
こ
と
で
、

確
定
申
告
を
要
せ
ず
に
所
得
税
の

控
除
額
と
住
民
税
の
控
除
額
を
合

確定申告
をされる皆さまへ

　確定申告の時期が近づいてきました。確定

申告をされる際の注意点をお知らせしますの

で、早めに準備をし、忘れずに申告しましょう。

税務課　☎ 85-5008
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今
年
の
確
定
申
告
相
談
会
場

は
、
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
２
階
会

議
室
で
す
。

※
２
月
22
日
㈪
の
申
告
相
談
会
は

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
が
休
館
日
の

た
め
、
役
場
庁
舎
３
階
会
議
室
で

行
い
ま
す
。

　

次
に
該
当
す
る
方
は
、
申
告
相

談
を
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

・
土
地
・
建
物
・
株
式
な
ど
の
譲

渡
所
得
が
あ
る
人

・
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
を
初

め
て
受
け
る
方

・
青
色
申
告
の
方
、
損
失
申
告
を

さ
れ
る
方

・
事
業
所
得
な
ど
で
収
支
内
訳
書

が
書
き
終
わ
っ
て
い
な
い
方

持
ち
物

①
印
鑑
・
筆
記
用
具
・
電
卓

②
源
泉
徴
収
票
（
収
入
が
給
与
や

　

公
的
年
金
な
ど
の
方
）

③
収
入
金
額
、
必
要
経
費
、
所
得

　

控
除
の
わ
か
る
も
の
、
前
年
の

　

申
告
書
の
控
え
な
ど

④
身
体
障
害
者
手
帳
等
や
障
害
者

　

控
除
対
象
者
認
定
書
（
障
害
者

　

控
除
を
受
け
る
方
）

⑤
支
払
っ
た
医
療
費
の
領
収
書
の
原

　

本
（
医
療
費
控
除
を
受
け
る
方
）

⑥
国
民
年
金
や
生
命
保
険
料
の
支

　

払
っ
た
額
の
証
明
書

⑦
本
人
名
義
の
振
込
口
座
を
控
え

　

た
も
の
（
還
付
申
告
の
方
）

※
そ
の
他
、
申
告
に
必
要
な
書
類

な
ど
は
、
税
務
課
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

注
意
事
項

・
２
月
16
日
以
降
の
申
告
相
談
の

受
付
は
、
８
時
30
分
か
ら
で
す
。

２
月
９
日
㈫
、
16
日
㈫
～
18
日
㈭

は
例
年
混
み
合
い
ま
す
。
日
程
表

を
確
認
し
、
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
会
場
が
混
雑
し
て
い
る
時

は
、
受
付
を
早
め
に
締
め
切
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。（
例
年
、
午
後

の
方
が
空
い
て
い
ま
す
）

・
申
告
内
容
に
よ
っ
て
は
税
務
署

で
の
申
告
を
お
願
い
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

・
役
場
税
務
課
で
の
申
告
書
受
付

（
提
出
の
み
）
は
３
月
14
日
㈪
17

時
15
分
ま
で
で
す
。

・
申
告
書
な
ど
の
用
紙
は
、
１
月

22
日
㈮
か
ら
役
場
税
務
課
で
配
布

し
ま
す
。

　
　
所
得
税
・
町
県
民
税

                   
　
　  

申
告
相
談
会

          

※ 

申
告
相
談
会
場
が
変
わ
り
ま
す

日程 時間 場所

２
月

9 日（火）
三税および税理士によ
る無料申告相談会

9:30 ～ 11:00 生涯学習センター
2 階会議室（9:00 受
付開始）13:00 ～ 15:00

16 日（火）～ 19 日（金）
通常の申告相談会　
※ 土日はお休みです

9:00 ～ 11:00 生涯学習センター
2 階会議室13:30 ～ 16:00

22 日（月）
通常の申告相談会

9:00 ～ 11:00 役場　3 階会議室
※生涯学習センター
休館日のため13:30 ～ 16:00

23 日（火）～ 26 日（金）
通常の申告相談会

9:00 ～ 11:00
生涯学習センター
2 階会議室

13:30 ～ 16:00
28 日（日）
休日申告相談会

9:00 ～ 11:00
13:30 ～ 15:00

29 日（月）
出張申告相談会

9:00 ～ 11:00 柳多目的集会所
13:30 ～ 15:00 高尾多目的集会所

３
月

1 日（火）
出張申告相談会

9:00 ～ 11:00 篠窪自治会館
13:30 ～ 15:00 赤田自治会館

2 日（水）
出張申告相談会

9:00 ～ 11:00
そうわ会館多目的室13:30 ～ 15:00

3 日（木）～ 11 日（金）
通常の申告相談会　
※ 土日はお休みです

9:00 ～ 11:00
生涯学習センター
2 階会議室13:30 ～ 16:00

申告相談会日程

平成 27 年度
大井町男女共同参画講演会
誰もが生き生きと活躍する社会
～障がい者雇用の視点から
　　　紐解く男女共同参画～

日　時　３月 5 日（土）　
　　　　13:30 ～ 15:30（開場 13:00）
場　所　生涯学習センター　第１・２・３会議室
定　員　80 人（先着順）　
申　込　2 月 1 日（月）～29 日（月）に直接、電話、FAX, Ｅメールで
申込先　●町民課　　☎ 85-5006　FAX83-8860
　　　　　　　　　　choumin-c@town.oi.kanagawa.jp
　　　　保育あり（事前申し込み制・先着１0 人）

プロフィール
国立がん研究センター東病院：障害者職業生活
相談員／ジョブコーチリーダー。日本語教師、
更生施設職員等を経て現職。ＮＰＯ法人全国福
祉未来ネットワーク理事。専門は障害者雇用、
多文化共生。看護職員の一助となる障害者の職
域を発案し、東病院内で実践・定着させた。医
療機関での障害者雇用のパイオニア的存在。厚
生労働大臣指定ジョブコーチ養成研修、中国蘇
州市リハビリテーション協会主催講演会等講師
歴多数。障害者雇用促進イベントやソーシャル
デザイン研修の企画等も手掛ける。

講師　長澤京
きょうこ

子さん

　

国
立
が
ん
研
究
セ
ン
タ
ー
東
病

院
に
お
け
る
障
が
い
者
雇
用
の
取

組
み
に
は
、
誰
も
が
生
き
生
き
と

活
躍
す
る
こ
と
に
つ
い
て
の
ヒ
ン

ト
が
い
っ
ぱ
い
で
す
。
知
的
障
が

い
者
が
医
療
に
関
連
す
る
業
務
を

担
う
と
い
う
ユ
ニ
ー
ク
な
事
例
を

通
し
て
、
多
文
化
共
生
、
男
女
共

同
参
画
に
つ
い
て
、
一
緒
に
考
え

て
み
ま
せ
ん
か
。

町民課　☎ 85-5006
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表
彰
者
（
敬
称
略
）

消
防
庁
長
官
表
彰
︵
退
職
消
防
団
員
２
号
報
償
︶

　

杉
崎　

岳
た
け
し

（
元
第
７
分
団　

分
団
長
）

　

古
矢
清き

よ
ひ
さ久

（
元
第
７
分
団　

分
団
長
）

　

鈴
木
規の

り
ふ
み文

（
元
第
６
分
団　

分
団
長
）

　

平
野　

潤
じ
ゅ
ん
（
前
第
１
分
団　

分
団
長
）

神
奈
川
県
知
事
表
彰
（
勤
続
20
年
優
良
消
防
団
員
）

　

安
部
光こ

う
い
ち
ろ
う

一
郎
（
第
３
分
団　

分
団
長
）

　

香
川
久ひ

さ
の
り宣

（
第
５
分
団　

副
分
団
長
）

　

曾
根
英ひ

で
ゆ
き之

（
第
５
分
団　

団
員
）　

神
奈
川
県
消
防
協
会
長
表
彰
︵
功
績
章
︶

　

山
口
信し

ん
い
ち一
（
前
第
７
分
団　

分
団
長
）　

神
奈
川
県
消
防
協
会
足
柄
上
支
部
長
表
彰︵
功
績
章
︶

　

小
宮
真し

ん
じ司
（
第
５
分
団　

分
団
長
）　

大
井
町
長
表
彰
（
永
年
勤
続
退
団
者
表
彰
）

　

杉
崎　

岳
（
元
第
７
分
団　

分
団
長
）　

　

古
矢
清
久
（
元
第
７
分
団　

分
団
長
）

　

鈴
木
規
文
（
元
第
６
分
団　

分
団
長
）　

　

平
野　

潤
（
前
第
１
分
団　

分
団
長
）

　

國
島
敏と

し
ま
さ賢

（
元
第
６
分
団　

分
団
長
）

　

木
村　

隆
た
か
し
（
前
第
３
分
団　

分
団
長
）

　

露
木
正ま

さ
み美

（
前
第
２
分
団　

分
団
長
）　

　

瀬
戸
徳と

く
お夫

（
前
第
５
分
団　

団
員
）　

　

藤
澤
克か

つ
ひ
さ央
（
前
第
２
分
団　

団
員
）

大
井
町
長
表
彰
（
防
火
協
力
者
表
彰
）

　

小
林　

朗
あ
き
ら　

彌み

と登
章し

ょ
う
じ
ろ
う

二
郎　

彌
登
敦あ

つ
し吏

大
井
町
長
感
謝
状
（
勤
続
10
年
以
上
の
者
）

　

稲
垣
成し

げ
あ
き昭

（
第
１
分
団　

副
分
団
長
）

　

柳
川
勇ゆ

う
い
ち一

（
第
７
分
団　

副
分
団
長
）　

　

石
井
義よ

し
と人
（
第
８
分
団　

副
分
団
長
）

　

白
石
幸ゆ

き
や
す泰
（
第
１
分
団　

班
長
）

　

矢
野
慎し

ん
い
ち一
（
第
２
分
団　

班
長
）　

　

三
谷　

誠
ま
こ
と
（
第
１
分
団　

団
員
）

　

瀬
戸　

毅
た
け
し
（
第
１
分
団　

団
員
）

　

森
谷
泰た

い
い
ち一

（
第
２
分
団　

団
員
）　

　

吉
田
竜り

ゅ
う
い
ち
ろ
う

一
朗
（
第
２
分
団　

団
員
）　　

　

小
坂
茂し

げ
き樹

（
第
２
分
団　

団
員
）

　

藤
松
和か

ず
ひ
さ久
（
第
３
分
団　

団
員
）　

　

香
川
博ひ

ろ
ふ
み文
（
第
５
分
団　

団
員
）

　

鈴
木
裕ゆ

う
や也
（
第
７
分
団　

団
員
）

大
井
町
消
防
団
長
感
謝
状

　

石
川　

修
お
さ
む

（
前
第
５
分
団　

班
長
）　

　

小
川
長ち

ょ
う
じ次

（
前
第
１
分
団　

団
員
）

操
法
竿
頭
綬
伝
達　

　

第
４
分
団 

・ 

第
５
分
団

大井町消防出初式
平成２８年

平成 27 年町内火災発生件数
  ・建物火災１件

  ・車両火災４件

  ・その他火災１件

　１月12 日㈫新春を飾る消防出初式が、総合体育

館駐車場で行われました。式には、町消防団を始め、

消防関係者約１４０人が参加。分列行進や消防操法

など、日頃の鍛錬の成果を披露しました。

　また、生涯学習センターで行われた表彰式では、

長年消防活動に貢献されてきた方などの功績がたた

えられました。
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協
力
者
（
事
業
者
・
農
業

者
な
ど
）
募
集

　

町
に
ゆ
か
り
の
あ
る
事
業
者
な

ど
で
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
お
礼
品

と
し
て
町
の
地
域
振
興
に
つ
な
が

る
商
品
・
農
産
物
・
サ
ー
ビ
ス
な

ど
を
提
供
し
て
い
た
だ
け
る
協
力

者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

●
提
供
し
て
い
た
だ
い
た
商
品
・

農
産
物
・
サ
ー
ビ
ス
な
ど
は
、
大

井
町
が
事
業
を
推
進
す
る
た
め
に

業
務
を
委
託
す
る
業
者
が
運
営
す

る
、
ふ
る
さ
と
納
税
ポ
ー
タ
ル
サ

イ
ト
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
画
像
、
商

品
名
、
事
業
者
名
な
ど
が
掲
載
さ

れ
、
知
名
度
が
向
上
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

●
お
礼
品
発
送
時
に
、
製
品
な
ど

の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
同
封
す
る
こ

と
に
よ
り
、
全
国
に
向
け
て
販
売

促
進
、
PR
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

　

町
や
商
品
の
PR
と
し
て
魅
力
あ

る
商
品
・
農
産
物
・
サ
ー
ビ
ス
な

ど
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

※
電
子
メ
ー
ル
に
よ
る
情
報
の
や

り
と
り
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

※
申
し
込
み
は
、
募
集
要
綱
に
基

づ
き
協
力
者
の
登
録
が
必
要
と
な

り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
町
に
ご
連

絡
い
た
だ
く
か
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

ふ
る
さ
と
納
税
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ

　
　
　
　
　
特
例
制
度
に
つ
い
て

　

就
業
先
か
ら
の
給
与
の
み
の
方

な
ど
、
他
に
確
定
申
告
す
る
収
入

が
な
い
方
は
、
ふ
る
さ
と
納
税
先

が
５
自
治
体
以
内
で
あ
れ
ば
確
定

申
告
は
不
要
と
な
り
ま
す
。
こ
の

制
度
を
利
用
す
る
場
合
は
、
ふ
る

さ
と
納
税
先
の
自
治
体
に
特
例
を

利
用
す
る
た
め
の
申
請
が
必
要
と

な
り
ま
す
の
で
、
各
自
治
体
に
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

ふ
る
さ
と
納
税
と
は

　

自
分
の
故
郷
や
応
援
し
た
い
と

思
う
自
治
体
に
寄
附
（
ふ
る
さ
と

納
税
）
を
行
っ
た
場
合
に
、
寄
附

額
の
う
ち
２
，
０
０
０
円
を
越
え

る
部
分
に
つ
い
て
、
所
得
税
と
住

民
税
か
ら
原
則
と
し
て
全
額
が
控

除
さ
れ
る
制
度
で
す
（
一
定
の
上

限
が
あ
り
ま
す
）。

　

今
年
度
の
税
制
改
正
で
控
除
限

度
額
が
拡
大
さ
れ
、「
ふ
る
さ
と

納
税
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
特
例
制
度
」

に
よ
っ
て
手
続
き
が
簡
素
化
し
、

よ
り
利
用
し
や
す
い
制
度
に
な
り

ま
し
た
。

　

大
井
町
で
は
町
に
ゆ
か
り
の

あ
る
地
元
事
業
者
な
ど
の
協
力

に
よ
っ
て
、
魅
力
い
っ
ぱ
い
の
お

礼
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
ご
用
意
し
ま

し
た
。
ふ
る
さ
と
納
税
に
よ
り
集

ま
っ
た
寄
附
金
は
、
町
民
憲
章
に

基
づ
き
「
豊
か
な
自
然
環
境
に
恵

ま
れ
、
文
化
の
香
り
た
か
い
町
を

め
ざ
し
、
よ
り
美
し
く
、
よ
り
住

み
よ
い
、
調
和
あ
る
発
展
」
に
資

す
る
町
づ
く
り
の
た
め
に
使
わ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

大
井
町
か
ら
離
れ
て
暮
ら
す
ご

家
族
、
ご
親
戚
、
ご
友
人
の
方
々

に
、
大
井
町
を
応
援
し
て
い
た
だ

け
る
よ
う
ぜ
ひ
呼
び
か
け
て
く
だ

さ
い
。（
大
井
町
在
住
の
方
は
お

礼
品
の
対
象
外
で
す
）

ふるさと納税
～ふるさとを応援する気持ち～

企画財政課　☎ 85-5003

地域振興課　☎ 85-5013

(http://www.satofull.jp/)

　寄附をしたい自治体・お礼品を選んでサイトに

沿って必要事項を入力してください。

（操作方法などが不明の場合はサポートセンター

( ☎ 03-6895-1881）にお問い合わせください。大

井町にふるさと納税をされる場合は、役場２階

の企画財政課に直接お越しいただくか、町ホーム

ページから書式をダウンロードして郵送などで申

し込みをしてください。

※「ふるさと納税ワンストップ特例制度」を利用

する場合は確定申告は不要です。

　税額控除に必要となりますので大切に保管して

ください（再発行はできません）。お礼品は事業

者から直接配送されます。

①ふるさと納税ポータルサイト
　　　「さ  と  ふ  る  」にアクセス

③確定申告をしてください。

②寄附金受領証明書が
　　　　自治体から送付されます

ふるさと納税の手続き

９



町に住民登録している人で、希望する人に交付します。
個人番号カードのメリット
①マイナンバーを確認するほか、本人確認書類としても
　利用できます（本人確認として利用するときは、マイ
　ナンバーが漏えいしないよう注意してください）。
②平成 29 年からは、マイナポータルを利用することが
　できます。
③最初の交付手数料は無料です。

個人番号カードの内容
①表面に「氏名」「住所」「生年月日」「性別」「顔写真」、
裏面に「マイナンバー」「IC チップ」が搭載されています。
②有効期限は、20 歳以上の方は 10 回目の誕生日まで、
　20 歳未満の方は 5 回目の誕生日までです。
③マイナポータルはインターネットを通して次のサービ
　スを受けられます。
　　・「自分の情報の利用状況の確認（いつ、誰が、
　　　  何に、利用したかを確認）」
　　・「行政が持つ自分の情報の確認」
 　    ・「行政からのお知らせの確認」

　１月から、次の表に記載の特定の行政手続きに、原
則としてマイナンバーの記入と本人確認書類の提示が必
要となりましたので、ご理解とご協力をお願いします。
　本人が直接手続きをするときは、通知カードなどの
マイナンバーが確認できる書類と、本人確認書類（運転
免許証やパスポートなどの顔写真付き身分証明書 1 点、
または保険証や年金手帳など顔写真のない身分証明書
2 点）を持参してください。

個人番号カードの申請方法
①個人番号カードの申請は、通知カードが届いた日から、
　通知カードに付属していた申請書やパソコンやスマホ
　などで行えます。なお、通知カードの付属していた申
　請書は、記載内容に変更が生じた場合は利用できま
　せん（住所を変更した、氏が変わったなど）。申請書
　を国や町のホームページからダウンロードしてください。
②申請時には、６か月以内に撮影した写真（無帽、正面、
　無背景）が必要です。
③申請後、個人番号カードは J-LIS（地方公共団体情報
　システム機構）が作成し、役場に送付されます。
④役場に送付後、役場から申請者に通知書（ハガキ）を
　郵送します。
⑤交付は事前予約をお願いします。平日の９～ 17 時、
　偶数週の土曜日（9 ～ 12 時）に予約可能です。
⑥お知らせ、本人確認書類をお持ちの上、役場までご
　来庁し個人番号カードを受領してください。
⑦来庁時に暗証番号を登録していただきます。

マイナンバー
個人番号カードについて

町民課　☎ 85-5006

個人番号カード表 個人番号カード裏

マイナンバーが必要となる
主な手続き 問い合わせ

国民健康保険・
後期高齢者医療など 町民課　　　　☎ 85-5006

個人住民税・固定資産税・
軽自動車税など 税務課　　　　☎ 85-5008

児 童手当・（特別）児 童
扶養手当・保育所など 子育て健康課　☎ 83-8011

介護保険・
障がい福祉など 介護福祉課　　☎ 83-8011

幼稚園 教育総務課　　☎ 85-5015

マイナンバーが必要となる主な手続き

　１月14 日（木）、相和小学校体育館で行われたあそびの
学校の初練習にうかがうと、代表の髙橋和久さんが一人
で準備をしていました。準備が終わる頃になると、子ども
たちが集まってきて、来るなり体育館の犬走から吊るされ
たザイルの遊びに輪ができていました。髙橋さんは子ども
たちに任せてその様子を見ていました。
　高橋さんは「あそびの学校に親としてかかわり、もう
68 歳になります。昔の遊びに各地域の歌や踊りを取り入
れて活動し、無理をしないことです。遊びは文化ですから」
と話されていました。
　やがて、揃いはじめた子どもや親の中に、大井町 40 周

年記念誌に載っていた女性の姿がありました。今は、指
導者となり、子どもと来ていました。「繋がりのある地域
です」とその若いお母さんが言いました。子どもたちの練
習は、太鼓・踊りで約 1 時間で終わりました。指示を受
けなくても各自の立ち位置が身についており、これも週１
回の練習の成果のようです。
　昭和 51 年に相和小学校で始まっ
た「遊びの学校」、尾崎先生の昔の
遊び、新任の古矢先生の岩手県岩
泉町の七頭舞などが継承され、今
年 40 年を迎えました。帰り際に「記
念事業は計画しています」と髙橋さ
んが笑って話しました。

まちかどReport
まちかどリポーターがまちの気になる話題を紹介

訪問　あそびの学校

（まちかどリポーター　檜佐義明）
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６
か
月
分
・
１
年
分
・
２
年
分
を

ま
と
め
て
前
納
す
る
と
さ
ら
に

お
得
！

まさお君 31 歳
自営業

かずこさん 28 歳
会社員

日本年金機構小田原事務所　☎ 22-1391

町民課　☎ 85-5007

まとめて前払いするとお得
なんだね

1 か月分
の割引額

6 か月分
の割引額

1 年分
の割引額

2 年分
の割引額

翌月末振替 ー ー ー ー
当月末振替（早割） 50 円 300 円 600 円 1,200 円

6 か月前納〈現金納付〉 ー 760 円 1,520 円 3,040 円
6 か月前納〈口座振替〉 ー 1,060 円 2,120 円 4,240 円
1 年前納〈現金納付〉 ー ー 3,320 円 6,640 円
1 年前納〈口座振替〉 ー ー 3,920 円 7,840 円

2 年前納〈口座振替〉 ー ー ー 15,360 円

国民年金からのおしらせ

　

口
座
振
替
を
す
る
と
、
金
融
機
関
に

行
く
手
間
と
時
間
が
省
け
ま
す
。
ま
た
、

早
割
・
前
納
で
納
付
す
る
と
保
険
料
が

割
引
さ
れ
ま
す
。

保
険
料
を
早
割
す
る
と
︑
月
50
円

の
（
年
間
６
０
０
円
）
の
お
得

　

保
険
料
の
納
付
期
限
は
翌
月
末
で
す

が
、
当
月
末
に
引
き
落
と
す
方
法
の
こ

と
を
「
早
割
」
と
い
い
ま
す
。

※
前
納
に
よ
る
納
付
済
期
間
中
に
会
社

な
ど
へ
勤
務
（
厚
生
年
金
保
険
へ
加
入
）

し
た
場
合
、
未
経
過
の
期
間
に
か
か
る

国
民
年
金
保
険
料
は
、
原
則
、
還
付
と

な
り
ま
す
。

※
年
度
の
途
中
で
、
60
歳
に
な
る
方
の

前
納
す
る
期
間
は
、
60
歳
到
達
日
（
誕

生
日
の
前
日
）
に
属
す
る
月
の
前
月
分

ま
で
の
期
間
と
な
り
ま
す
。

お
申
し
込
み
は
簡
単
！

　
「
口
座
振
替
申
出
書
」
に
必
要
な
事

項
を
記
入
・
押
印
（
金
融
機
関
へ
の
届

出
印
）
し
、
小
田
原
年
金
事
務
所
へ
郵

送
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
年
金
事
務

所
や
金
融
機
関
の
窓
口
へ
提
出
も
で
き

ま
す
。

　

前
納
の
申
し
込
み
は
次
の
と
お
り
期

限
が
あ
り
ま
す
。
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納
付

　

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
に
よ
る
納
付
で

も
国
民
年
金
保
険
料
割
引
が
あ
り
ま

す
。（
た
だ
し
、
現
金
納
付
と
同
じ
割

引
額
で
す
。
ま
た
、
２
年
前
納
は
あ

り
ま
せ
ん
。）
詳
し
く
は
、
日
本
年
金

機
構
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く

か
、
小
田
原
年
金
事
務
所
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
は

　
　
　
　

口
座
振
替
が
お
得
で
す

翌月末振替（通常の口座振替）

※早割申込後の最初の引き落としは、前月分（割引なし）と当月分（50 円割引）
の 2 か月分となり、その後は当月分（50 円割引）の 1 か月分となります。

　4 月分
15,590 円

　5 月分
15,590 円

　6 月分
15,590 円
　 　 　

翌月末引落翌月末引落

当月末振替（早割）
　 　 　4 月分

15,590 円
　5 月分
15,540 円

　6 月分
15,540 円

　

２か月分引落当月末引落

６か月前納

3 月分（または 9 月分）が納付されていない場合、初回の引き落と
しは、3 月分（または９月分）と６か月前納分の 7 か月となります。

　

　

現金で毎月納付
　93,540 円

　 口座振替で前納
　92,480 円

※4 月分～ 9 月分は 4 月末、10 月分～翌年 3 月分は 10 月末に一括引き落とし

1,060 円割引

　 １年前納

3 月分が納付されていない場合、初回の引き落としは３月分と1 年
前納分の１３か月となります。

割引額比較表

日本年金機構ホームページ　http://www.nenkin.go.jp/

※4 月末に一括引き落とし

　 現金で毎月納付
　187,080 円

3,920 円割引
　 口座振替で前納

　183,160 円

15,360 円割引

　 2 年前納

3 月分が納付されていない場合、初回引き落とし
は、3 月分と 2 年前納分の 25 か月となります。

※4 月末に一括引き落とし

　現金で毎月納付する場合
　382,200 円
・27 年度保険料　15,590×12 か月
・28 年度保険料　16,260×12 か月の計

　
口座振替で前納　366,840 円

６か月
前納
１年
前納
２年
前納

4 月10 月3 月
4~9 月分は
2 月末まで

10 ～翌 3 月分
は 8 月末まで

4 ～翌 3 月分は 2 月末まで

4 ～翌々 3 月分は 2 月末まで
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TOWN TOPICS
まちのトピックス

大井町産のお弁当
　1２月 25 日（金）昭和女子大学東明学林で、昭和女子大学

の学生が考案した、大井町産の食材を中心に使ったお弁当の

試食会がありました。町民の方々を交えてのワークショップを

3 回行い、3 種類のお弁当が作られました。講評ではプロの

料理人などから食材やレイアウトなどについてたくさんの意見

をいただきました。第 2 回の試食会を1月30日（土）に開催し、

3 月 6 日（土）の里山花まつりで完成したお弁当を販売します。

学生たちが趣向を凝らして作ったお弁当を、ぜひご賞味くだ

さい。

真剣に書初め
　1月13 日（水）大井小学校の体育館で書き初めをしました。

静まり返った体育館なか、冬休み中に練習してきた成果を用

意された 4 枚の半紙に集中して書き、1枚を清書として選び

ました。勢いよく書く児童や 1字１字慎重に書く児童など児

童によって様々でした。「新たな決意」と書かれた作品の前に

悩む姿や、友だちに見てもらうなど、こちらも様々な姿があ

りました。選ばれた1枚は廊下に展示され、そのほかの書は

どんど焼きで燃やし、字の上達を願います。

膝痛は日常動作の改善で克服
　1月18 日（月）保健福祉センターで「なめらかひざセミナー」

が行われました。はじめに膝痛予防に必要な知識の講義を行

い、膝痛の原因は負担の蓄積や筋肉の委縮などであることや、

「歩けなくなったら…」など膝痛に関する不安のため痛みが増

大・慢性化することがわかりました。そして、日常動作で膝

に負担をかけない筋肉の動かし方を、体を動かしながら教わ

りました。「少しの運動でも体が熱くなる」といった感想もあ

りさっそく効果を感じているようでした。

22 種類の野鳥を観察
　1月10 日（日）金手の酒匂川周辺でおおい自然園「酒匂川の

野鳥観察会」が行われ、酒匂川東側の田園地帯ではハクセイ

レイ・ツグミ・タヒバリなどが餌を食べている様子、酒匂川の

土手ではカワアイサが優雅に泳ぐ姿、チョウゲンボウが滑空す

る姿などを観察しました。講師の初
はつせいがわ

瀬川孝
た か お

夫さん（小田原市立

橘中学校教頭）からは、今年は酒匂川の水量が少なく水鳥が

少ないことや、鳥の名前以外に行動や習性などのわかりやすい

話に、参加者はより興味を持って双眼鏡に見入っていました。

真剣に書初め
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身近な情報をお寄せください。町民課　☎ 85-5004▲ ▲▲

☆写真で１か月を振り返るコーナー☆

プチ Photo News

□■□

一足早いクリスマスをお届け！

　12月20日（日）生涯学習センターホール

で『クリスマスチャリティーコンサート』

が行われました。

　コンサートには、「湘光中学校吹奏楽部」

「大井高校吹奏楽部」「大井高校ダンス部」「マ

スカラード」「B.O.B」の５団体が出演しま

した。また、「大井町ジュニアリーダーズク

ラブ」によるお楽しみゲーム（じゃんけん

ゲーム）も行われ、会場全体が盛り上がり

楽しいひとときとなりました。

　一足早いクリスマスとして、各団体によ

る演奏やコーラスの素敵な音楽を会場内に

響かせ、エンディングでは、来場者と出演

者（総勢 400 人）が一緒に「ジングルベル」

「きよしこの夜」を歌い、一体感のあるクリ

スマスコンサートとなりました。

　帰りには、来場者に町内 15 の企業・事

業所から協賛いただいた品物をクリスマス

プレゼントとして配布しました。また、会

場で呼びかけた「チャリティー募金」は、

64,871 円集まり、町社会福祉協議会へ寄

附し、町の福祉に役立てます。

大盛り上がりのじゃんけんゲーム

協賛をいただいた企業・事業所

１月４日（月）役場３階会議室で

「町民新年のつどい」が開催さ

れました。会場には多くの方

が集まり、新年のあいさつを

交わしました。今年は、すいっ

ぴーも参加しました。今年も

よろしくお願いいたします。

すいっぴーも参加

□■□

□■□

□■□

1月14 日（木）を中心に町内各

所で、無
むびょうそくさい

病息災と五
ごこくほうじょう

穀豊穣を

祈願するどんど焼きが行われ

ました。地域の子どもから大

人までが集まり、世代を超え

た交流の場にもなりました。

1月 15 日（金）赤田自治会館

の元気会では健康運動指導士

の指導のもと「身体のメンテ

ナンス講座」を行いました。

この日は、国際医療福祉大学

の実習生も参加し、血圧測定

などを行いました。 

柳のおおいゆめの里や丁字ヶ

原農村公園では、菜の花がた

くさん咲いております。また、

早咲き桜や梅なども咲き始め、

春の花を楽しむことができま

すので、ぜひお越しください。

町内各所でどんど焼き

体操で体を整えましょう

春の花が咲いています

特定健診は毎年受けましょう！
　特定健診は、メタボリックシンドロームに着目し
た健康診断です。
　ご自身の生活習慣を振り返る大切な機会となり
ますので、年に１度は必ず特定健診を受けましょう。
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に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
運
動
会
・
発
表
会

や
様
々
な
活
動
で
、
３
学
年
の
子
ど
も
た
ち

が
仲
良
く
力
を
合
わ
せ
て
取
り
組
み
、
友
だ

ち
と
の
関
わ
り
方
や
協
力
す
る
大
切
さ
を
学

ん
で
い
ま
す
。

子
ど
も
同
士
の
つ
な
が
り
を

　
　
　
　
　
　
大
切
に
し
た
取
り
組
み

　

年
長
児
が
計
画
、

運
営
す
る
お
店
屋
さ

ん
ご
っ
こ
・
ハ
ロ
ウ
ィ

ン
パ
ー
テ
ィ
ー
・
誕

生
会
で
は
、
年
中
、

年
少
児
を
招
待
し
ま

す
。
年
長
児
は
、
ど

う
し
た
ら
喜
ん
で
も

ら
え
る
の
か
を
考
え
、

役
割
や
準
備
な
ど
に

意
欲
的
に
取
り
組
み

ま
す
。
会
の
終
わ
り

に
年
少
、
年
中
児
か

ら
の
「
あ
り
が
と
う
」

の
言
葉
に
７
人
の
年
長
児
は
、
満
足
気
な
顔

を
し
て
い
ま
し
た
。
遊
び
や
生
活
の
中
で
、

仲
良
く
活
動
し
、
子
ど
も
同
士
は
名
前
で
呼

び
合
い
ま
す
。
特
に
、
感
心
な
こ
と
は
年
下

の
子
に
優
し
く
、
と
て
も
大
事
に
し
て
い
る

こ
と
で
す
。
遊
具
を
譲
る
姿
、
声
掛
け
を
す

る
姿
が
よ
く
見
ら
れ
ま
す
が
、
こ
う
し
た
素

晴
ら
し
い
人
間
関
係
は
相
和
幼
稚
園
の
伝
統

と
し
て
培
わ
れ
、
受
け
継
が
れ
て
き
た
も
の

で
す
。
今
後
も
子
ど
も
同
士
の
つ
な
が
り
を

大
切
に
し
て
保
育
活
動
を
進
め
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

豊
か
な
自
然
と
温
も
り
あ
る
地
域
に
見
守
ら
れ
て

～
小
規
模
園
の
特
色
を

　
　
　
　
　
　

生
か
し
た
保
育
活
動
～

　

相
和
幼
稚
園
は
、

年
少（
３
歳
児
）５
人
、

年
中
（
４
歳
児
）
６

人
、
年
長
（
５
歳
児
）

７
人
の
18
人
の
園
児

が
在
籍
し
て
い
ま
す
。

各
学
年
に
応
じ
て
、

教
育
目
標
で
あ
る「
心

豊
か
で
た
く
ま
し
い

子
ど
も
」
の
育
成
に

向
け
て
様
々
な
取
り

組
み
を
し
て
い
ま
す
。

　

小
規
模
園
の
特
色

を
生
か
し
、
合
同
で
行
う
活
動
を
積
極
的
に

取
り
入
れ
て
い
ま
す
。
３
学
年
合
同
で
行
う

「
キ
ラ
キ
ラ
タ
イ
ム
」
は
、
か
み
な
り
鬼
や
花

一
も
ん
め
な
ど
の
集
団
で
遊
ぶ
活
動
を
年
長

児
が
年
中
、
年
少
児
に
教
え
な
が
ら
楽
し
く

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
園
庭
で
毎
日
行
う
マ

ラ
ソ
ン
や
タ
イ
ヤ
跳
び
な
ど
を
行
う
チ
ャ
レ

ン
ジ
サ
ー
キ
ッ
ト
で
は
、
年
中
、
年
長
児
の

後
ろ
姿
を
見
な
が
ら
、
年
少
児
も
一
生
懸
命

まなびやそうわ
No.10

相和幼稚園

　

相
和
小
学
校
で
は
、
児
童
が
外
に
出
て

友
だ
ち
と
豊
か
に
関
わ
り
な
が
ら
遊
ぶ
よ

う
に
と
、
数
年
前
か
ら
竹
馬
の
数
を
増
や

し
て
き
ま
し
た
。
２
〜
６
年
生
の
児
童
に

は
、
自
分
の
専
用
の
竹
馬
が
あ
り
、
竹
馬

乗
り
も
と
て
も
上
達
し
て
い
ま
す
。

　

上
級
生
が
竹
馬
に
乗
る
様
子
を
見
て
興

味
を
持
っ
た
１
年
生
は
、
自
分
専
用
の
竹

馬
が
な
い
の
で
２
年
生
の
竹
馬
を
借
り
て

練
習
し
て
い
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
１
年
生
へ
自
分
専
用
の
竹
馬

を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
よ
う
と
、
毎
年
12
月
に

相
和
っ
子
班
の
４
〜
６
年
生
で
竹
馬
づ
く

り
を
し
て
い
ま
す
。
学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
瀬
戸
好よ

し
お夫
さ
ん
、
川
口
彪た

か
しさ
ん
が
用

意
し
て
く
れ
た
竹
を
使
い
、
作
り
方
や
竹

の
上
下
や
節
を
そ
ろ
え
る
こ
と
、
乗
っ
た

と
き
針
金
へ
の
力
の
加
わ
り
方
な
ど
も
分

か
り
や
す
く
指
導
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

教
わ
っ
た
こ
と
を
も
と
に
、
相
和
っ
子

班
ご
と
に
竹
馬
を
作
り
ま
し
た
。
６
年
生

は
、
３
度
目
の
竹
馬
づ
く
り
で
す
。
初
め

て
経
験
す
る
４
年
生
に
ア
ド
バ
イ
ス
し
た

り
、
手
を
添
え
た
り
し
な
が
ら
協
力
し
て

作
業
を
進
め
ま
し
た
。

　

作
業
の
途
中
で
、
１
年
生
が
自
分
た
ち

の
竹
馬
を
作
っ
て
い
る
４
〜
６
年
生
に
、

「
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ

し
な
が
ら
、
高
学
年
が
竹
馬
を
作
っ
て
い

る
様
子
を
見
学
し
に
き
ま
し
た
。
１
年
生

は
、
竹
馬
を
作
る
高
学
年
の
優
し
さ
・
た

く
ま
し
さ
を
感
じ
、
あ
こ
が
れ
の
気
持
ち

を
抱
い
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
そ
し
て
、
こ

の
気
持
ち
は
、
１
年
生
が
高
学
年
に
な
っ

た
と
き
、
下
級
生
に
引
き
継
が
れ
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
相
和
小
な
ら
で
は
の
「
贈
り

も
の
」
で
す
。

竹
馬
づ
く
り

～
４
・
５
・
６
年
生
か
ら

　
　
　
　

１
年
生
へ
の
贈
り
も
の
～

教室からこんにちは
No.69　相和小学校　
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町長
間宮恒行

　

我
が
国
は
、
近
年
「
第
三
の
開
国
」
に
あ

る
と
い
わ
れ
、
規
制
緩
和
や
大
改
革
が
進
行

し
て
い
る
。
国
内
で
は
少
子
化
や
高
齢
化
に

よ
る
人
口
減
少
が
進
行
し
、
海
外
事
情
も
大

き
く
変
化
が
進
ん
で
い
る
。
そ
ん
な
中
、
本

年
当
町
は
「
町
制
60
周
年
」
を
迎
え
る
。

　

今
年
の
干
支
は
「
丙
申
」
で
あ
り
、
経
済

を
は
じ
め
荒
れ
る
と
の
格
言
の
あ
る
年
で
あ

る
。
中
国
経
済
へ
の
不
安
や
原
油
価
格
の
下

落
な
ど
の
不
安
要
因
の
た
め
、
世
界
的
に
株

価
が
下
落
し
、
そ
れ
ら
の
影
響
か
ら
年
初
の

大
発
会
か
ら
６
日
連
続
で
株
価
が
下
落
し
、

格
言
同
様
に
波
乱
含
み
の
年
明
け
と
な
っ
た
。

　

60
年
前
の
「
丙
申
」
年
の
昭
和
31
年

（
１
９
５
６
年
）
を
振
り
返
え
る
と
、
戦
後
の

食
糧
事
情
も
改
善
さ
れ
て﹃
経
済
白
書
﹄に「
も

は
や
戦
後
で
な
い
」
と
表
記
さ
れ
、
有
名
な

文
言
と
し
て
今
日
ま
で
語
り
つ
が
れ
て
い
る
。

国
際
面
で
見
れ
ば
日
本
と
ソ
ビ
エ
ト
（
ロ
シ

ア
）
が
国
交
を
回
復
し
、
我
が
国
が
国
連
加

盟
も
実
現
し
た
年
で
も
あ
っ
た
。
文
化
面
で

は
第
34
回
芥
川
賞
に
一
橋
大
学
在
学
中
の
石

原
慎
太
郎
の
「
太
陽
の
季
節
」
が
選
ば
れ
、「
太

陽
族
」・「
慎
太
郎
刈
り
」
の
新
語
が
生
ま
れ
、

慎
太
郎
・
裕
次
郎
の
兄
弟
が
一
躍
ス
タ
ー
ダ

町
制
60
周
年
を
迎
え
る

ム
に
の
し
上
が
っ
た
。
産
業
面
で
は
イ
ギ
リ

ス
で
世
界
最
初
の
実
用
炉
原
子
力
発
電
所
が

稼
働
し
、
我
が
国
で
は
「
日
本
原
子
力
研
究

所
」
が
設
立
さ
れ
、
茨
城
県
東
海
村
に
初
の

原
子
炉
第
１
号
の
工
事
を
着
工
し
た
。
ま
た
、

前
年
月
産
１
７
０
台
で
あ
っ
た
ダ
ッ
ト
サ
ン

は
月
産
７
０
０
台
と
な
り
、
ト
ヨ
タ
・
プ
リ

ン
ス
も
生
産
台
数
を
伸
ば
し
、モ
ー
タ
リ
ゼ
ー

シ
ョ
ン
の
幕
開
け
と
な
っ
た
。
プ
ロ
レ
ス
界

の
ス
タ
ー
力
道
山
は
、
テ
レ
ビ
の
生
産
・
販

売
促
進
に
大
き
く
寄
与
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、

前
回
の
「
丙
申
」
は
乗
用
車
や
洗
濯
機
・
テ

レ
ビ
の
大
量
生
産
体
制
が
可
能
に
な
り
、
科

学
技
術
の
進
歩
・
技
術
革
新
の
時
代
の
幕
開

け
と
も
い
え
る
だ
ろ
う
。

　

本
年
町
制
施
行
60
周
年
を
迎
え
る
当
町
で

あ
る
が
、
新
町
が
誕
生
し
た
昭
和
31
年
は
経

済
大
国
ニ
ッ
ポ
ン
、
今
日
の
技
術
立
国
ニ
ッ

ポ
ン
の
ス
タ
ー
ト
時
で
あ
っ
た
の
だ
。
今
日

の
大
井
町
は
日
本
の
縮
図
で
も
あ
る
だ
ろ
う
。

「
町
制
60
周
年
」
を
少
子
化
・
高
齢
化
に
伴
う

人
口
減
少
を
跳
ね
除
け
て
更
な
る
発
展
の
契

機
と
し
て
、
町
民
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
お
祝

い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

町
詞発

長

小田原地域選抜チームで活躍

燃えろ！スポーツ魂

　1 月 10 日（日）湘南工科大学体育館で第１６回
神奈川県小学生バレーボール連盟地域選抜大会が
行われ、小田原地域選抜チーム 15 人のうち大井
エンジェルスから 3 人の選手が選出され、準優勝
に貢献しました。

相和小学校 6 年
福田真

ま ゆ

優さん
大井小学校 6 年

片野蒼
あおい

さん
大井小学校 6 年
露木奈

な な こ

々子さん

小児医療費の助成対象を拡大

　　　　　　　　　　　子育て健康課　☎83-8011

　平成 28 年 4月診療分より、通院・調剤などにかかる
医療費の助成を中学生まで拡大します。
　助成にあたり、医療証の交付が必要になりますので、
対象となる方は申請をしてください。
対象　現在中学1、2年生の方
申込　2月8日(月)から医療証交付申請書、対象となる方  
　　　の保険証、その他必要書類( 別途通知します)を
　　　子育て健康課に持参
※ 平成 28 年1月末時点で大井町に住民登録がある方に 
　 は、申請書および案内通知を郵送します。それ以降 
　 に町に転入した方は、子育て健康課で申請書をお受 
　 け取りください。
※ 現在小学 6 年生の方は、お持ちの医療証は自動で更 
　 新されるので、手続きは不要です。
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医
療
の
高
度
化
と
少
子
高
齢
化
の

た
め
、
日
本
の
社
会
保
障
費
は
急
激

に
増
加
し
、
毎
年
１
兆
円
ず
つ
増
加

し
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
一
方
で
、
か
つ
て
の
よ
う
な
高
い

経
済
成
長
率
が
望
め
な
く
な
っ
た
こ

と
か
ら
、
税
収
は
歳
出
に
対
し
て
大

幅
に
不
足
し
て
お
り
、
現
在
で
は
国

の
歳
入
の
約
４
割
を
借
金
（
国
債
の

発
行
）
に
た
よ
る
と
い
う
厳
し
い
状

況
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
に
加
え
、
医
療
費
を
支
え
る

65
歳
未
満
の
人
口
は
、
お
よ
そ
30
年

後
に
３
，
０
０
０
万
人
減
少
す
る
と

い
う
デ
ー
タ
が
あ
り
、
大
井
町
に
お

い
て
も
約
３
，
０
０
０
人
減
少
し
、

高
齢
化
率
は
24
．
８
％
か
ら
33
％
に

な
る
と
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ま
ま
で
は
、
日
本
の
社
会
保

障
制
度
そ
の
も
の
が
成
り
立
た
な
く

とことん型医療と

　　　　まあまあ型医療

今月は、
香川由香里
保健師です

な
っ
て
し
ま
う
恐
れ
が
あ
り
、
今
を
生

き
る
私
た
ち
が
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
く
か
が
必
要
な

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

今
注
目
さ
れ
る
﹁
ま
あ
ま
あ
型
医
療
﹂

　

皆
さ
ん
は
「
ま
あ
ま
あ
型
医
療
」
と

う
言
葉
を
聞
い
た
こ
と
は
あ
り
ま
す

か
？

　

こ
れ
ま
で
行
わ
れ
て
き
た
病
気
の
完

治
を
目
指
す
医
療
を
「
と
こ
と
ん
型
医

療
」
と
す
る
と
、
病
気
が
完
全
に
治
ら

な
く
て
も
地
域
で
生
活
で
き
る
よ
う
に

す
る
医
療
が
「
ま
あ
ま
あ
型
医
療
」
で

す
。
こ
の
「
ま
あ
ま
あ
型
医
療
」
は
、

北
欧
や
フ
ラ
ン
ス
な
ど
の
国
で
実
践
さ

れ
、
社
会
保
障
費
を
抑
制
す
る
観
点
か

ら
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、「
在
宅
で
最
期
ま
で
暮
ら
し

た
い
」
と
思
う
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
。

あ
た
り
ま
え
に
在
宅
で
の
生
活
を
続
け

る
た
め
に
も
、
病
院
の
通
院
や
、
定
期

健
診
（
検
診
）、
自
分
の
健
康
に
つ
い

て
も
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
い

ま
す
。
特
に
高
齢
者
は
重
複
し
て
病
気

を
抱
え
て
い
る
方
が
多
く
、
な
か
に
は
、

自
分
の
健
康
を
病
院
任
せ
に
し
て
い
る

方
も
い
ま
す
。
２
月
７
日
㈰
に
「
だ
れ

で
も
わ
か
る
医
学
講
座
と
こ
と
ん
型
医

療
と
ま
あ
ま
あ
型
医
療
」
の
講
演
会
を

行
い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
「
自
分
の
健

康
」、「
あ
た
り
ま
え
に
在
宅
」、「
ま
あ

ま
あ
型
医
療
」
に
つ
い
て
考
え
て
み
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

※
社
会
保
障
費
と
は
？

　
　

医
療
・
介
護
の
自
己
負
担
分
以
外

　

の
給
付
額
や
年
金
の
受
給
額
な
ど
、

　

社
会
保
障
制
度
に
よ
っ
て
国
や
地
方

　

公
共
団
体
か
ら
国
民
に
給
付
さ
れ
る

　

金
銭
・
サ
ー
ビ
ス
の
年
間
合
計
額
。

　
（
大
辞
泉
よ
り
）

と
こ
と
ん
型
医
療
と

　
　
　
　
ま
あ
ま
あ
型
医
療

～
未
来
づ
く
り
は
、
み
ん
な
で
支
え
る

　
　
　
　
　
　
　

健
康
づ
く
り
か
ら
～

日
時　

２
月
７
日
㈰

　
　
　

13
時
30
分
～
15
時
︵
開
場
13
時
︶

場
所　

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー　

　
　
　

１
階　

ホ
ー
ル

定
員　

４
３
０
人

講
師　

堀
口
一
弘
さ
ん

　
　
　
︵
県
立
足
柄
上
病
院
顧
問
︶

★
参
加
者
特
典
★

希
望
者
は
、
会
場
で
血
管
年
齢
測
定
と

血
圧
測
定
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

１
回
目　

12
時
30
分
～
13
時
15
分

　

２
回
目　

15
時
～
16
時

枯か
れ
こ
だ
ち

木
立　

明
日
が
あ
る
か
ら　

眠
り
入
る　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

香
川　

花
子

温
暖
化　

雪
無
き
地ぢ
づ
ら面　

ど
こ
に
行
く　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

風
間　

秀
泰

万
両
が　

た
わ
わ
に
実
り　

良
き
予
感　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

勝
木　

澄
子

吉
凶
を　

全
て
掃
き
出
し　

大
祓
い　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
津
川
晴
江

炭
火
焼　

大
人
の
話
へ　

深
入
り
す　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
根
登
美
子

裸は
だ
か
ぎ木

と
な
り
て　

太
陽
ほ
し
い
ま
ま　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
村　

昌
男

水
け
む
り　

立
つ
せ
せ
ら
ぎ
の　

し
ら
じ
ら
と

　
　
　

円
錐
を
為
す　

今
朝
の
寒
気
に　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
中　

武
子

柔
ら
か
き　

午
後
の
日
満
つ
る　

車
中
に
て

　
　

ま
ど
ろ
む
わ
れ
の　

つ
か
の
間
の
幸　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

露
木　

順
子

こ
の
坂
を　

下
れ
ば
茂
吉
の　

寓ぐ
う
き
ょ
あ
と

居
跡

　
　
　

石
畳
の
道　

小
雨
に
濡
れ
て　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鈴
木　

洋
子

まちの文芸

短
歌

お
ほ
ゐ
短
歌
会

俳
句

お
ほ
ゐ
短
歌
会

memo保健師保健師
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● 1 月の展示
「このミステリーがすごい！2016」

　昨年１２月に発表された『このミステリーがすごい！2016 版』
（宝島社）から、国内編上位 20 位までの所蔵している本を

展示します。
　第１位は『王とサーカス』米澤穂信／著（そうわ会館図
書室で所蔵）。本書は、「週刊文春 2015 年ミステリーベスト
１０」、「このミステリーが読みたい！２０１６」でも１位を獲得
し、主要ミステリーランキング三冠達成。（米澤穂信氏は昨
年も『満願』で１位を獲得しています）

「豆まき＆バレンタインデー」
　２月と言えば、節分、そしてバレンタインデー。
節分・豆まきに関する本や、チョコレートやクッキーなど
の手づくりお菓子の本を展示します。

Event & Information

New  Books

◎開館時間　9:00 ～ 17:15　◎休館日　8 日（月）　22 日（月）

◎問い合わせ　大井町図書館  ☎ 83-5409　そうわ会館図書室  ☎ 85-1601
図書館だより

▲ ▲▲

▲ ▲▲

【一般書】
『聴能力！　場を読む力を、身につける。』　
　伊東　乾

けん

／著　筑摩書房

『織田信長の外交』　
　谷口克

かつひろ

広／著　祥伝社

『日本のカモ識別図鑑 日本産カモの全羽衣をイラストと写真で詳述』
　氏原巨

おさ お

雄／著　誠文堂新光社

『天気痛を治せば頭痛、めまい、ストレスがなくなる！』
　佐藤　純

じゅん

／著　扶桑社

『スポーツアナウンサー　実況の真髄』　
　山本　浩

ひろし

／著　岩波書店

『季節の花を描く　はじめての墨彩画』
　中津宜

のりこ

子／著　誠文堂新光社

『聖母』　
　秋吉理

り か こ

香子／著　双葉社　

『何が起きても命を守る防災減災ＢＯＯＫ』
　ゆうゆう編集部／編　主婦の友社　そうわ会館に入荷

『バスボムレシピ　身近な材料で色も香りも自分だけのオリジナル』
　篠原由

ゆうこ

子／著　河出書房新社　そうわ会館に入荷

『たましいのふたりごと』　
　川上未

み え こ

映子、穂村　弘
ひろし

／著　筑摩書房　そうわ会館に入荷

● 2 月のおはなし会

●親子いっしょのおはなし会
　2 月 4 日 ( 木 )　10:30 ～ 11:00　※ 今月は第１木曜日です
　場所　大井町図書館　おはなしのへや
　対象　就園前のお子さんと保護者

時間／ 14:00 ～ 14:30　場所／大井町図書館　おはなしのへや

  6 日 ㈯（絵本）　　はたらきもののじょせつしゃけいてぃー
（絵本）　　ゆきのひのうさこちゃん

13 日 ㈯（絵本）　　もりのともだち
（絵本）　　パンやのくまさん

20 日 ㈯（絵本）　　はじめてのゆき 
（絵本）　　ウィンクルさんとかもめ

27 日 ㈯（紙芝居）　ながぐつをはいたねこ
（絵本）　　マリールイズいえでする

おたより紹介

☆こちらで紹介した本は、新しく入った本の一部です。最新の情報は、図書館ホームページ［http://www.oitown-lib.jp/］をご覧ください。

聞きにきてね！

【児童書】
『マチュ・ピチュのひみつ　インカ帝国の失われた都市』

　スザンヌ・ガーブ／著　リンダ・オルソン／指導　六耀社

『19 歳の小学生　学校へ行けてよかった』　　
　久郷ポンナレット、久郷真

ま き

輝／著　メディアイランド

『新しい制度マイナンバーがよくわかる！１』
　フレーベル館

『子どもに伝えたい和の技術４　和菓子』
　和の技術を知る会／著　文溪堂

『よくわかる植物工場　何をどうやって、育てているの？』
　古在豊

とよき

樹／監修　ＰＨＰ研究所

『ジョージ・ルーカス　「スター・ウォーズ」の生みの親』
　パム・ポラック＆メグ・ベルヴィソ／著　田中奈

な つ こ

津子／訳　
　ポプラ社

『つくしちゃんとすぎなさん』
　まはら三

み と

桃／作　陣崎草
そうこ

子／絵　講談社

『音楽室の日曜日　歌え！オルガンちゃん』
　村上しいこ／作　田中六

ろくだい

大／絵　講談社　

『こんにちは、いたずらっ子エーミル』
　アストリッド・リンドグレーン／作　ビヨルン・ベリイ／絵
　石井登

と し こ

志子／訳　徳間書店

　

●まちがいさがしに挑戦して脳トレになり、また楽しんでいます（安ちゃん）
●すみやすい町だと思う（サトル）
●健康寿命の維持向上につとめましょう（野菊）
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※ 有料広告掲載欄です。広告掲載を希望する方は町民課（☎ 0465-85-5004）にご連絡ください。

〒 258-0018　大井町金手 11-8

http://note-next.com

入学前から差をつける！
中学準備講座 無料体験中

TEL 0465-43-9240

自立応援 個別学習塾

ノート ネクスト
NEXTNOTE

個別学習塾ノートネクスト 検索

Q
　写真は、1 月 17 日（日）第 56

回大井町産業まつりのビンゴ大会

です。上と下の写真は、比べると

違っているところが５か所ありま

す。どこでしょう？ 写真の数字で

答えてください。

■応募方法
　はがきに、答え・住所・氏名（ペ

ンネーム）・年齢・日ごろ思うこと

（町への意見や広報おおいへの感

想などなんでも OK）を記入して応募

あて先　〒 258-8501

　足柄上郡大井町金子 1995 番地

　大井町役場　町民課

　広報おおい係

締切　2 月 15 日㈪

○応募者の中から、抽選で２名の

　方に粗品をプレゼントします。

○ 1 月号の答え
　  2・3・11・17・23

○当選者　（応募 10 通）

　かえるっちさん、しゅーピーさん

　おめでとうございます！

挑戦！
まちがいさがしに

広報おおいに広告をのせませんか

ホームページのバナー広告も
　　　　　　　　　　　募集中です。

１枠（縦 6.5cm× 横 5.5cm）　5,000 円

２枠（縦 6.5cm× 横 11.5cm）9,500 円

３枠（縦 6.5cm× 横 17.5cm）14,000 円

申込・問い合わせ先
町民課　☎ 85-5004

掲載料 ( 月額 )

広告主募集
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編 

集 

お 

お 

い

● 人口 男性  8,625 人 （△ 9）
　　　 女性 8,588 人 （7）

合計 17,213 人 （△ 2）
● 世帯数 6,639 世帯 （4）

人口と世帯数 12 月 31 日現在　（　）内は前月比

今月の納付

今月の口座振替日は 2 月 29 日㈪です。

● 固定資産税 4 期分
● 保育所保育料 2 月分
● し尿処理手数料 12・1 月分
● 上下水道使用料 12･1 月分
● 下水道受益者負担金 4 期分
● 幼稚園保育料 3 月分
● 国民健康保険税 9 期分
● 介護保険料 8 期分
● 住宅使用料 3 月分
● 後期高齢者医療保険料 8 期分

・宅地内の漏水修理代金は、自己負担です。
・土日・祝日の開閉栓はできませんので、引っ
  越しをする方は早めに連絡をしてください。

1月31日～2月6日 平石設備工業 ☎82-4711
2 月 7 日～ 13 日 木村設備工業 ☎83-5053
2 月 14 日～ 20 日 ナカネン ☎83-6625
2 月21 日～ 27 日 石澤管工事 ☎83-4533
2月28日～3月5日 矢口水道工業 ☎82-4069

漏水修理当番 生活環境課　☎85-5011

町内交通事故発生状況 12 月１日～ 31 日

●件数 10 件　●死亡 0 人　●負傷 13 人 

2 月の行事予定 Schedule of  F ebruary

税・料金の納付には

安心便利な口座振替を！

お誕生おめでとう 12 月 16 日～ 1 月 15 日受理

希望者のみ掲載（敬称略）　掲載 8 件／届出 8 件

日程 事業予定 場所
　2 日（火）ぞうさんくらぶ（9:30 ～） 生涯学習センター

　4 日（木）赤ちゃん健康相談（9:30 ～） 保健福祉センター

　5 日（金）
離乳食講習会（9:15 ～） 生涯学習センター

おおい！ふるさと探訪 町内各所

6 日（土）
おおい自然園「火山灰観察会」

旅行英会話入門講座 生涯学習センター

７日（日）とことん型医療とまあまあ型医療 生涯学習センター

9 日（火）
課外塾「冬の星座観察会」（予備日 10 日㈬）四季の里・農村公園

3 か月児健診（13:00 ～） 保健福祉センター

 11 日（木）親子いっしょのおはなし会 図書館

 12 日（金）
絵本とわらべうたの会 生涯学習センター

3 歳児健診（13:00 ～） 保健福祉センター

13 日（土）課外塾「炭焼き体験」 山田炭焼き小屋

  14 日（日）市町村対抗かながわ駅伝競走大会 秦野市～相模湖

15 日（月）エンジョイ！マタニティ（13:00 ～：予約制） 保健福祉センター

17 日（水）
総合相談（10:00 ～） 役場

親子相談（9:00 ～：予約制） 保健福祉センター

18 日（木）
1 歳児育児教室（9:30 ～） 保健福祉センター

認知症家族のつどい（10:00 ～） 保健福祉センター

19 日（金）のびっこくらぶ（10:00 ～） 保健福祉センター

20 日（土）旅行英会話入門講座 生涯学習センター

21 日（日）課外塾「炭焼き体験」 山田炭焼き小屋

23 日（火）1 歳 6 か月健診（13:00 ～） 保健福祉センター

25 日（木）
赤ちゃん健康相談（9:30 ～） 保健福祉センター

一般健康相談（9:30 ～：予約制） 保健福祉センター

26 日（金）絵本とわらべうたの会 生涯学習センター

27 日（土）ふれあいスキー　～ 28 日（日）

28 日（日）
第 70 回足柄上地区一周駅伝競走大会 足柄上合同庁舎～

お山のひなまつり～ 3 月 6 日（日） 郷土資料館など

　　氏名 性別 保護者 自治会

高橋　実
み り あ

莉亜 女 真也 ・美和  新　宿

小林　虹
に こ

心 女 悠二 ・茉莉亜 河　原

鈴木　愛
め い

彩 女 誠志朗 ・渚 根岸上

奥津　作
さ す け

祐 男 剛  ・芽衣子 根岸下

岡部　晴
は る た ろ う

太郎 男 廣太郎・唯  金　手

石川　花
はな

女 怜・瑠依 金　手

冨田　桃
も も か

雅 女 亮輔 ・由紀 上大井

中島　慎
し ん の す け

之輔 男 拓己・奈津美 上大井

　

１
月
は
成
人
式
、
消
防
出
初
式
、
産
業
ま

つ
り
な
ど
た
く
さ
ん
の
行
事
で
ス
タ
ー
ト
し

ま
す
。
成
人
式
で
は
、
実
行
委
員
会
の
方
が

多
く
の
時
間
を
か
け
て
準
備
し
た
お
か
げ
で

た
く
さ
ん
の
笑
顔
に
包
ま
れ
る
式
に
な
り
ま

し
た
。
▽
２
月
も
寒
い
日
が
続
き
ま
す
が
、

14
日
㈰
に
は
市
町
村
対
抗
か
な
が
わ
駅
伝
競

走
大
会
、
28
㈰
に
は
第
70
回
足
柄
上
地
区
一

周
駅
伝
競
走
大
会
が
行
わ
れ
ま
す
。
寒
い
な

か
、
一
生
懸
命
走
る
選
手
た
ち
へ
沿
道
か
ら

の
温
か
い
声
援
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

そ
し
て
、
21
日
㈰
に
は
大
井
町
体
育
協
会
創

立
50
周
年
式
典
が
行
わ
れ
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ

を
通
じ
て
健
康
で
活
気
の
あ
る
町
を
皆
さ
ん

で
作
り
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
広
報
担
当　

Y
）
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ト
ビ
ム
シ
の
仲
間
た
ち

落
ち
葉
の
下
に
い
っ
ぱ
い

広
報
お
お
い
は
再
生
紙
を
利
用
し
て
い
ま
す

毎
月

1
日
発
行
／
発
行
部
数

6
,2
0
0
部

■
発
行
／
大
井
町
　
編
集
／
町
民
課
　

〒
2
5
8
-
8
5
0
1
　
神
奈
川
県
足
柄
上
郡
大
井
町
金
子

1
9
9
5
番
地
　

☎
0
4
6
5
-
8
3
-
1
3
1
1
　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
 
h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
t
o
w
n
.
o
i
.
k
a
n
a
g
a
w
a
.
j
p
/

No.68

　

森
の
落
ち
葉
の
下
に
は
、

無
数
と
言
っ
て
も
よ
い
く
ら

い
た
く
さ
ん
の
生
き
も
の
が

い
ま
す
。
そ
の
中
心
と
な
る

生
き
も
の
の
一
つ
が
ト
ビ
ム

シ
で
す
。

　

ト
ビ
ム
シ
は
、
体
に
あ
る

「
跳ち

ょ
う
や
く
き

躍
器
」
と
呼
ば
れ
る
器

官
を
使
っ
て
跳と

び
は
ね
、
敵

か
ら
逃
れ
ま
す
。
大
き
さ
は

数
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
で
、
褐
色
の
も
の
を
多
く
見
か
け
ま
す

が
、
中
に
は
紫
色
や
赤
色
を
し
た
も
の
も
い
ま
す
。

　

セ
ミ
と
言
っ
た
ら
夏
、
コ
オ
ロ
ギ
と
言
っ
た
ら
秋
と
い

う
よ
う
に
、
昆
虫
に
も
季
節
の
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
が
、

ト
ビ
ム
シ
に
関
し
て
は
、
い
つ
で
も
い
ろ
い
ろ
な
成
長
過

程
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
親
に
な
る
季
節
は
決

ま
っ
て
い
な
い
よ
う
で
す
。

　

腐
食
し
た
落
ち
葉
や
カ
ビ
な
ど
が
主
な
食
べ
物
の
よ
う

で
す
が
、
飼
育
し
て
み
る
と
、
確
か
に
何
か
を
か
じ
っ
て

い
る
動
作
を
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
小
さ
い
生
き
も

の
で
あ
る
の
で
、
観
察
は
な
か
な
か
大
変
で
す
。

　

酒
井　

春
彦
︵
中
井
町
立
井
ノ
口
小
学
校
総
括
教
諭
︶

「体協創立50周年」

大井の

煌人キラビト

（赤田）
夏苅　静男さん

広
報

2
016

年
2
月
1
日
発
行

２
月
号

夏苅静男（なつがり・しずお）

赤田出身

大井町体育協会会長

足柄上郡陸上競技協会　監事

趣味は、農作業と温泉旅行。

大井町体育協会
創立 50 周年記念式典
日時　2 月 21 日（日）13 時～
場所　生涯学習センター
内容　式典・講演会・祝賀会

Pro� le プロフィール

　

40
年
以
上
大
井
町
体
育
協
会
で
活
動
し
て
い
る

の
は
赤
田
の
夏
苅
静
男
さ
ん
。

　

も
と
も
と
長
距
離
ラ
ン
ナ
ー
と
し
て
大
井
町
体

育
協
会
に
所
属
し
、
現
在
２
月
に
行
わ
れ
て
い
る

「
市
町
村
対
抗
か
な
が
わ
駅
伝
競
走
大
会
」
や
「
足

柄
上
地
区
一
周
駅
伝
競
走
大
会
」
な
ど
に
選
手
や

部
長
と
し
て
参
加
し
て
き
た
。
選
手
を
引
退
し
た

後
も
、
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
や
監
督
と
し
て
町
の
陸
上

部
を
支
え
て
き
た
。
ま
た
、
駅
伝
に
向
け
中
学
生

の
指
導
に
あ
た
る
と
き
は
「
中
学
生
の
指
導
は
、

日
に
日
に
伸
び
る
記
録
と
自
信
を
つ
け
て
い
く
様

子
を
見
る
の
が
す
ご
く
嬉
し
い
」と
笑
顔
で
話
し
、

指
導
者
と
し
て
の
手
腕
も
発
揮
し
て
い
る
。

　

そ
し
て
、
２
月
に
大
井
町
体
育
協
会
創
立
50
周

年
記
念
式
典
が
行
わ
れ
る
。
こ
の
節
目
に
あ
た

り
、「
先
人
の
偉
業
を
称
え
る
と
と
も
に
町
民
が

ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
み
、
健
康
を
維
持
し
、
活
力
に

満
ち
た
町
に
な
っ
て
ほ
し
い
」、「
２
０
２
０
年
の

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
、
競
技
者
と
指
導
者

の
育
成
を
し
た
い
」
と
話
し
た
。「
多
く
の
町
民

が
ス
ポ
ー
ツ
に
携
わ
れ
る
仕
組
み
を
つ
く
り
、﹃
未

病
を
治
す
﹄
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
ほ
し
い
」
と
話

し
、
町
民
の
積
極
的
な
ス
ポ
ー
ツ
参
加
と
健
康
へ

の
期
待
は
大
き
く
膨
ら
む
。


